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表　2-2L-15  ゾーン別タイプ別マングローブ林、養魚池面積　（ha）

図 2-2L-56　ラモン湾地域における養魚池のタイプ別面積 (ha)
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図 2-2L-57 ラモン 湾地域のマングローブ植生と森林タイプ区分
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図 2-2L-58 ラモン湾地域での帯状調査、標本調査地点



171

2-3-3 ラモン湾地域の社会経済状況

(1) 州レベル

 ラモン湾の位置するケソン州は北部でオーロラ州に接し、東部でポリオ諸島とラモン湾に面

し、西はブラカン、リサール、ラグナ及びバタンガスの各州に接し、南にはタバヤス海に面し

ている。フィリピンにおいて６番目に大きい面積をもつ州として、豊富な自然資源と多大な開

発可能性を有している。ケソン州は首都マニラとビコール地方を結ぶ主要幹線路の一部をなし

ており、ルソン島南北を往来するビジネスマン、商業および観光の中継地として機能している。

ケソン州はその歴史を通じて他の近隣州の行政範囲に属してきた。16 世紀には現在の州中央

部はラグナ州とヌエバ・エシハ州に分割されており、他の地域はミンドロ、マリンデュケ、カ

マリネスの各州に属していた。1591 年、これらタヤバスとよばれる各地域がカリラヤン州と

して独立し、1946 年にはケソン州と改名された。ケソン州は州面積が 8,706.7 平方キロであり、

1995 年時点で 1,537,742 人の人口を有している。

 ケソン州の主要作物は１）ココナツ（コプラ）、２）水産物、３）米・コーンである。1994

年統計におけるケソン州民の平均年収は 30,958 ペソである（ルセナ市を除く)。

ケソン州の社会経済概況を表 2-2L-16 に示す。

(2) 町レベル

  調査対象地域であるラモン湾地域は、カラアグ、ロペス、ギナヤンガン、タグカワヤン及び

サンタエレナの５町の行政区域内に位置している。

1) 特徴

　これら５町の経済は農業セクターを主体とし、とくにココナツ（コプラ）の生産を重点産業

としている。漁業セクターも地域の収入源として主要な位置を占めている。カラアグ町はラモ

ン湾全体の漁業生産活動の中心であり、一方ロペス町はロペス湾における同様の中心機能を有

している。
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表2-2L-16 社会経済概況
ケソン州

1. 一般状況
 
面積 (ha) 8,706.7平方キロ
市の数 1 (ルセナ市)
町の数 40
村の数 1,210
人口（総数） 1,537,742人 (1995年統計)
就労人口 62.7%
（職業別人口) - 農業 49.9%

- サービス業 34.3%
- 製造業 15.8%

州民平均収入 30,958ペソ (1994年統計)
州民平均支出 26,514ペソ (1994年統計)
2. 生産物 (1996年統計)

1) 農業 - 米 64,194 ha 141,848トン
- コーン 28,190 ha 33,261トン
- ココナツ 219,297 ha 779,937トン
- キャッサバ 6,840 ha 40,071トン
- サツマイモ 3,510 ha 26,076トン

2) 林業 - 面積 369,570 ha
3) 漁業 - 商業漁業 12,358トン

- 町漁業 51,903トン
- 養殖 8,542トン

4) 畜産業 - カラバオ（水牛）37880頭
- 牛 28370頭
- 豚 120340頭
- 山羊 37933頭
- 鶏 546310羽
- 家鴨 125620羽

3. 基盤施設

運輸 - 道路 総計3,670,017km
- 港湾 35ヶ所
- 空港 2ヶ所 (私用／軍用含む)

通信 - 電話会社 1社
- 放送局 1テレビ局, 11ラジオ局

電力 - 供給町数 10町
- 供給世帯数 76,887戸

村落給水 - 井戸 77,299戸
- 共同水栓システム12システム
- 各戸給水システム18システム

医療施設 - 病院 1 (公立)、36 (私立)
教育施設 - 大学 6校 (公立)、10校 (私立)

- 高校 124校
- 小学校 829校

農業／漁業施設 - 桟橋 35ヶ所
- 養魚池 426ヶ所（養魚池貸付契約） （総面積6,590ha）
- 潅漑施設 4国営システム, 134共同システム
- 作物倉庫 7ヶ所 (国家食糧庁), 42ヶ所 (民間)

出典 : 農業統計, 1996, 国家統計局
州社会経済統計, 1996, ケソン州政府事業計画実施局
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2) 開発政策／戦略

カラアグ町の開発重点目標は農業生産拡大、特にココナツ生産の拡大であり、漁業セクター開

発および衛生状態改善がそれに続く。ギナヤンガン町では道路新設／改善および給水施設拡充

が重点目標であり、他の３町では農業／漁業生産拡大が開発の第一目標とされている。

(3) 村レベル

調査対象地域は下記の 43 村に位置している。

カラワグ町（２１村）

アトゥラヤン、ラガイ、サンタ・セシリア、ビラ・マグシノ、サント・アンヘル、ブリ、

ビラ・サン・イシドロ、カグタラバ、プラリデル、クマルコッド、キナリン・イババ、ビ

ガアン、マンフルギン、キナマィリガン、アナス、ティニギバン、マウラウィン、カブル

アン、ラインラインガン、タミス、シナグ

ロペス町（９村）

カランティパヤン、パンソル、ホンダグア、サン・ホセ、サンタ・ルシア、サンタ・テレ

サ、バガカイ、スゴッド、マティニク

ギナヤンガン町（６村）

バリナリン、ブカル・マリガヤ、ヒナバアン、ティカイ、ダンラガン・カバヨ、アロネロ

ス

タグカワヤン町（３村）

マナト、カブワン、カビビハン

サンタ・エレナ（４村）

プロン・グイグイット、バシアド、サン・ビセンテ、ポブラシオン

1) 社会経済状況

a. 人口

  ラモン湾地域の調査地域の位置する村（バランガイ）の平均家屋数は 200 戸以下であり、

他の２地域と比較して村の規模は小さい。平均世帯人数は 3～6 人と村により異なる傾向に

ある。ラモン湾地域の 43 村のうち 14 村の計 200 戸を抽出して実施したインタビュー調査

に基づく社会経済調査によれば、一家庭あたり平均構成員数は 5.0 人（最大はカグタラバ村

の 6.8 人、最小はサンタセシリア村の 4.2 人）である。また、年齢層別分布は下表 2-2L-17

の通り。
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表 2-2L-17  ラモン湾地域年齢別分布

年齢層

ラモン湾地域

14 村(%)

フィリピン

全国平均(%)

  0～4 才 11.4 13.7

  5～9 才 12.8 13.0

 10～14 才 13.6 11.7

 15～19 才 11.7 10.9

 20～24 才 8.4 9.1

 25～29 才 6.8 8.4

 30～34 才 6.3 7.1

 35～39 才 6.5 6.3

 40～44 才 5.6 5.0

 45～49 才 5.0 4.0

 50～54 才 4.6 3.0

 55～59 才 2.3 2.5

 60～64 才 2.3 1.9

 65 才～ 2.8 3.5

b.収入源、生産物及び流通

   調査した村すべてにおいて、ココナツ（コプラ）生産は共通して主要な収入源となってい

る。それに続く収入源としては稲作、漁業、ニッパヤシ収集がある。漁業は海水魚が主要産

品である。調査した村のほどんどにおいては村民は生産物をそれぞれの村の属する町の中心

まで運搬して販売しているが、ギナヤンガン町に属する村およびサンタエレナ町に属する村

の一部は隣接するカラアグ町の中心への出荷が多い。

   社会経済調査の結果によれば、当地域の労働人口の 33.8%が漁業、26.8%が農業に従事し

ており、月平均収入は 5,560.68 ペソ、支出は 4,493.86 ペソである。この月平均収入 5,560.68

ペソは、ケソン州の属する第４管区の平均貧困ライン収入（平均人数の家庭が月 2,000 カロ

リーを確保するのに必要最低限の収入）の 1.07 倍であり、首都圏を除くフィリピン全国平

均貧困ライン収入の 1.22 倍である。また、商業遠洋漁業を除くフィリピンの漁業従事者（近

海、沿岸、内水面および養殖）の月平均収入 5,443.69 ペソの 1.02 倍にあたる。雇用形態で

は自営が 62.0%、賃金労働（常勤雇用）が 15.0%、賃金労働（臨時）が 23.1%である。本

対象地域の漁業、農業を営む家庭の収穫物の平均 46.74%は自己消費されている。また、

33.5%の住民は自分の居住する村落内で生産物を販売しており、22.5%の住民は自分の家に

買付人／仲買人が来ると回答しているが、この数字は今回の調査対象３地域において最小で

ある（アパリ地域 74.5%、ウルガン湾地域 39.5%）。
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2) 生産／社会基盤施設

   調査対象地域の村落の主要な交通機関としては、カラアグ町の半島部地域村落を除いては

ジープニー（村間の移動）、トライシクル（村内の移動）が主要な交通機関であるが、フィ

リピン国鉄沿線地域においては線路上を自家製トロッコが私用ならびに営利目的で運行さ

れており、地域住民の足として活用されている。カラアグの半島側村落へは乾季にはジープ

ニーが運行されているが雨期には道路状態が悪く通行できなくなり、船により半島西側村落

からはカラアグ町へ、東側村落からはサンタエレナ町へ生産物の出荷並びに生活物資の購入

を行っている。カラアグ、ロペス町の中心に近い村落ほど電化率は高いが、カラアグ町の半

島側に位置する村においては電化が行われておらず、これらの村では発電機（村落共同およ

び自家用）が利用されている。ほとんどの村は深井戸を生活用水の水源としているが、ギナ

ヤンガン町に位置する村においては泉を飲用及び生活雑用水の水源として利用している。生

産基盤施設はカラアグ町の港と半島側村落の上陸用桟橋等最小限の施設に限られている。集

会場、教会、小学校はこれら村落に共通して存在する社会基盤施設であり、診療所および託

児所も多くの村に見られる。

  社会経済調査の結果によれば、当該地域の家庭の 97.5%は居住している家屋を所有してお

り、電化率は 6.6%と極めて低いが、生活用水は 93.5%が村内に利用可能水源を有している。

また、40%の家庭は薪炭を主要な燃料源として利用しているが、この数字は他の２地域と比

較すると少ない（アパリ地域 97.5%、ウルガン湾地域 60.7%）。

3)  住民組織

   宗教団体および婦人会はすべての村に共通して存在している。農業・漁業の親睦団体もい

くつかの村で存在しているが、活動は非活発であり、共通資金の設立を行うまでのレベルに

は達していない。調査対象 43 村のうち、協同組合が結成されているのは 6 村のみである。

社会経済調査によれば地域全体の２００戸のうち 18.0%が何らかの村内の地域団体に属し

ているが、この数字は他の２地域（アパリ地域、ウルガン湾地域）と比較して最小であり、

それを反映して、何らかの機関／団体から借入金を受けている家庭数も 6.1%と他の２地域

と比較して少ない。  これら 43 村全体の社会経済概況調査結果、並びに 14 村 200 戸の社

会経済調査結果は、それぞれ表 2-2L18、表 2-2L-19 に集約される。
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